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第 ３ 回 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ

テーマ

「分野ごとの１０年後のありたい姿とは」

2024年 11月 16日 （土）　　守山市役所防災会議室

市民20名、 市民ファシリテーター8名

参加者

開催日・場所

第３回市民ワークショップ　開催概要

前期ワークショップで出された「守山

市のよいところ・悪いところ」の意見を

「マインドマップ」と呼ばれる手法で分野

ごとに整理しました。

ここから、相互に関連する分野などを

整理しながら、第３回は、7つの分野につ

いてワールドカフェ方式で意見交換を行

いました。
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産業・

しごと

地域資源

コミュニティ

・福祉・共生

マインドマップ 財政
お金の使い方（予算のつかい道）
守山にお金がおちる政策が必要

ふるさと納税の工夫

行政運営
市の方向性が見えない
市職員の対応がいい

市長がなじみやすい　いい人

市民協働
市民と行政との懇話会が多い

選挙の投票率が低い

広報
市補助等の情報があまり周知されていない

広報紙が月２回発行

行政

特徴

自然＋文教＝唯一無二
ビワイチで有名
新幹線が見える
ホタルのまち

守山といえばこれというものがない
特産品がある守山メロン、イチゴ

守山らしさ

平坦な地形
サイクリングにgood!

歩きやすい、自転車で移動しやすい
住宅と工業地域が混在

宅地開発が急に進みすぎ（田んぼ⇒住宅）

土地利用
北部は交通が不便
駅周辺は都会だが少し離れると田舎
北部と南部問題

地域差

賑わい

イベントが多い 子どものイベント

夏まつり

うるさい、マナーが悪い
大人が楽しめない
目玉がない
大人気

安心安全

交番が少ない
治安が良い
電車が雨でよく止まる
集中豪雨時に道路が冠水

南海トラフへの対策
県の見込みが甘くない？
災害対応自販機を増やす

古い家が多いので防災や耐震化が心配
自然災害が少ない

生活マナー
ポイ捨てが多い　湖岸
夜間のバイクがやかましい

ペット
飼い主のいない猫たちを保護できるところがほしい
動物病院が混んでいる

公園

公園のすみ分けがなくなっている（ペット同伴、子連れ、老人）
近くに無料の遊び場がある
野洲川河岸や駅前にジョギングコース、散歩道がある
小さい子どもも楽しく遊べる
きれいな公園が多い
大きい公園が充実（地球市民の森、えんまどう公園）えんまどう公園の駐車場が狭い

住まい
家を建てたいが良い土地がない
空き家が増加
土地の広さ、価格が手ごろ

落ち着いた住環境

まちがきれい
繁華街がないから落ち着いた雰囲気 非行しにくい
高いビル等が少ない
自然と利便性のバランス（静と動）が良い
ほどよい田舎、のどか
暮らしやすい

居住環境

企業・起業
・創業支援

働き手不足
仕事、通学先の多様性がないと子どもは住み続けられない

起業家育成頑張っている起業している人が多い
企業誘致頑張っている良い企業やスーパーが増える

観光
観光地として魅力が少ない

観光資源が多いびわこ、ホタル、フルーツなど

農業

田畑
田畑が減少

耕作放棄地が多く野生動物の被害が多い
田や緑の風景が減る
後継者が減っている

ゆりかご水田補助がある

農産物
いちご、梨、メロンなどフルーツが豊富

米、果物、果物がおいしい、新鮮
新鮮な野菜や果物がすぐに手に入る

お店

駅前にホテルがあり便利

飲食店

飲食店が少ない

居酒屋、BAR
某コーヒーショップ
ファーストフード

定食屋
おしゃれなカフェ

おしゃれなカフェが多い
チェーン店が多い

おいしいお店が多い
ケーキ屋
ラーメン屋

買い物

車でしか行きにくい
個人商店が少ない
商店街がない

ニトリ、ハズイなど大型施設が増える
自転車屋さんが多い

物価が安い

銀座通りが最近オシャレになった
大型ショッピングモールが少ないテナントがいまいち

商業施設が増えた
生活に必要な物はたいていそろう市内で生活が完結できる

レジャー・娯楽

ネコカフェ、犬カフェとか動物にふれるところがない
娯楽が少ない

若者が楽しめるところ、集まれるところがない
大人が楽しめる施設が少ない雀荘が少ない

企業のテーマパーク的なところがない
プロスポーツを見られる施設がない

ゴルフ場（練習場）、プール、屋内スポーツ施設がほしい
室内で遊ぶところが少ない

自然を感じられる体験施設が少ない
スキー場が近い

キャンプできるところが多い
美術館がある
温泉がある

商業・産業

生活利便

守山駅

駅前ロータリーに鳥のフンが多い
駅の一方の出口にしかエレベーターがない

駅前駐輪場が無法地帯化
駅西側にイベントや施設が集まっている東側は不便

学生の通りが多い
駅の周りがきれい
駅前が騒がしくない
駅前が栄えている施設が充実ジム、カフェ、スーパー、病院

駅前がさみしい、廃れている
セルバがさびれている

飲食店が少ない
お店が少ない

水道水道代が高い

ゴミ
ゴミ袋に名前を書かないといけない

指定ゴミ袋が高い
分別が楽になった

道路交通

高齢者の車の運転心配

歩行者
街灯が少なく暗い

街灯が多く夜歩きやすい

自転車
走りにくいところがある

自転車道が比較的整備されている
駅前駐輪場が高い　少ない

琵琶湖大橋夜間のETCレーンが1箇所のみ
渋滞が多い

道路

信号が多い

道が細い
中山道の一方通行がわかりにくい

袋小路が多い
道がきれい運転しやすい

公共交通

免許返納後が心配
タクシーが不便

コミュニティバス
草津まで遠い
　本数少ない

もーりーカー
利用できる人を増やしてほしい

便利
使い方わかりにくい

バス
乗り方がわからない
便数少ない　不便

運賃が高い

JR

琵琶湖線の運行状況に左右される
通勤・通学しやすい

大阪や京都へのアクセスが便利
新快速が止まる

公共施設等

免許センターが市内にある駅から遠い
銀行、ATMが少ない
テニスコートが充実

エコパーク
遠い、バスが不便
施設がきれい

図書館

土日の駐車場渋滞
ネット予約でき、受取場所を選べる

選書が良い
２箇所あり立ちよりやすい
大きい、きれい、オシャレ

貸出施設の少なさ（予約の多さ）
維持コストが心配

公共施設きれいすぎて近寄りがたい
役所関係が集中していて便利

隈研吾さん設計
公共施設が充実、きれい

朝夕、駅周辺、JR高架、
野洲川、土日のピエリ付近、取付道路、東西の道

人口増加
高齢化も心配
ベッドタウン化している 夜寝に帰ってくるだけの人が多い
子どもや若い人が多く活気がある

地域活動

平和についてよく考える
古い町のしきたり
自治会の高齢化
自治会非会員者が増加（若年層の参加が課題、役員の成り手不足）
市民活動が盛ん（自治会、子ども会、消防団）
イベントが豊富で交流が盛ん

人のつながり

方言がキツくない
地元が好きで、活動的な人が多い
人がやさしい、親切
様々な人が多く刺激的
世代の違う住民のまち

コミュニティ

福祉
高齢者がひとりで暮らすための住居が必要
高齢者施設が増加
障害者向け手当てが手厚い

医療

医療費
高校生以下の医療費が安い
子どもの医療費無料化

医療施設

診療所が混んでいる
在宅医が少ない
産科がなくなった
産科、心療内科、皮膚科が少ない
開業医が多く医療施設が充実
大きな病院がある（小児保健センター、総合病院、市民病院）

医療・福祉

子育て環境

保育園、学童

19：30まで預けられる保育所が限られる
保育園や学童の条件が厳しい
保育園、学童が少ない
待機児童問題が深刻

乳幼児健診のやりかた
多胎児支援が少ない
若者の引きこもりがある
子育てしやすい

子どもの居場所
放課後の遊び場
中高生の自習スペースがほしい

学校

通学路が危険
学校が遠く通学時間が長い
学校でいじめがある
高校の選択肢の少なさ
子どもの増加に対応できていない
学校ごとの格差があり、学びの機会が不平等
小中学校の学力が心配
学力が高い
小中学校の建物設備（空調設備等）
教育環境が充実

子育て
・教育

文化

守山音頭を踊る時がない（復活希望！）
文化にふれることができる（図書館、美術館、市民ホール）
音楽振興（ルシオール）
文化振興に力を入れている

歴史
歴史が深い

神社や史跡等が多い
地域で継承（すし切まつり、火まつり）

歴史を感じられる

歴史・文化

景色

山や田園風景のバランスが良い
田んぼや琵琶湖、家などいろいろあって楽しい
田んぼがたくさんある
夕日がきれい
景色が良い
空が広い

自然豊か

環境資源が生かしきれていない
花がきれい（桜、菜の花、コスモス、あじさい、バラ）
自然が残っている
緑が豊か

水辺

ホタル
ホタルが減ってきている
ホタルがまちなかで見られる

水がきれい
小川、水路が多い
琵琶湖がある ビワコムシ（ユスリカ）が多い

自然

守山って
どんなまち
守山って
どんなまち
守山って
どんなまち

前期ワークショップ

同じ意見・似た意見は一つにまとめています。
紙面編集の都合で一部文章を改変したところがあります。

「守山ってどんなまち」意見一覧

青字：好きなところ
赤字：気になるところ
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自分たちが住む町名で床に守山市の地図をつく

ります。 最初は緊張していた参加者もリラックス

した雰囲気になりました。

分野ごとに話し合われた成果を発表し、 全体で

意見を共有し、 「つながり」 「良さを生かす」 「資

源の活用」 などの意見がでました。

次回（第４回）は、分野を

超えて、守山市全体として

の目指す将来の方向性（将

来の姿）について考えます。

カフェのようにリラックスした雰囲気で、 少人数

で自由な対話を行い、 メンバーの組合せを変え

て対話を続けることで、 意見をどんどん展開し

ていく手法です。

参加者は、 最初に３つの分野を選びます。 最初

の分野のテーブルで対話をした後、 テーブルを

移動して対話を続けます。 ３つの分野を移動した

後、 最初のテーブルに戻り、 自分たちが話した

内容がその後どのように広がっていったかを確

認します。

ファシリテーターは、 各テーブルのホスト役を担

い、 意見を引き継ぎます。

ワールドカフェ

発　表

アイスブレイク「地図をつくろう」

１つの分野で話を深めることができて楽しかったです。10年

後の守山でひとつでも具体化していたら嬉しいと思います。

（市民ファシリテーター）

これからの守山市をつくっていくのは、私たち若者なので、

子どもたちが積極的に今後の社会に向けて動いていくのが

大事だと思いました。　（参加者）

参加してみて

次回の予定


